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令
和
初
で
、
今
回
31回

目
と
な
る
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
が
11月

17日
(日
)開
催
さ
れ
、

白
河
市
か
ら
福
島
市
ま
で
の
16区

間
94.8ｋ

ｍ
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
泉
崎
村
チ
ー
ム
ら
し
い
力
強
く
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
走
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も
村
の
部
２

位
と
い
う
成
績
で
し
た
。

ふ
く
し
ま
駅
伝
泉
崎
村
チ
ー
ム
準
優
勝
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第
31
回
ふ
く
し
ま
駅
伝 

村
の
部
準
優
勝
（
総
合
17
位
）

１
区
佐
川
花
梨
選
手
（
光
南
高
２
年
）

９
区
西
槇
杏
莉
選
手
（
泉
崎
中
３
年
）

第
２
中
継
所
さ
つ
き
公
園
前

２
区
西
槇
駿
祐
選
手（
学
法
石
川
高
２
年
）

→
３
区
瀬
戸
隆
行
選
手（
村
教
育
委
員
会
）

７
区
溝
井
正
貴
選
手

（
泉
崎
中
３
年
・
写
真
中
央
）

６
区
和
田
颯
太
選
手
（
福
島
大
１
年
）

４
区
福
田
健
人
選
手
（
自
衛
隊
郡
山
）

５
区
小
玉
瑞
葵
選
手
（
安
積
高
２
年
）

８
区
白
岩 

楓
選
手
（
泉
崎
中
３
年
）

　

第
31
回
市
町
村
対
抗
福
島
県

縦
断
駅
伝
競
走
大
会
（
ふ
く
し

ま
駅
伝
）
は
11
月
17
日
㈰
、
白

河
市
の
し
ら
か
わ
カ
タ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
（
市
総
合
運
動

公
園
）
陸
上
競
技
場
を
ス
タ
ー

ト
し
、
福
島
市
の
県
庁
前
に

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
す
る
16
区
間
94

・
８
km
で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

今
年
の
大
会
は
一
部
の
中
継

所
や
コ
ー
ス
が
台
風
19
号
に
よ

り
被
災
し
、
開
催
が
危
ぶ
ま
れ

ま
し
た
が
、
無
事
開
催
さ
れ
、

52
の
市
町
村
と
、
合
同
チ
ー
ム

１
チ
ー
ム
の
全
53
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
村
の
部
は
10
チ
ー
ム
で

争
わ
れ
ま
し
た
。

　

泉
崎
村
チ
ー
ム
は
、
中
盤
で

一
時
村
の
部
首
位
に
立
ち
ま
し

た
が
、
終
盤
は
西
郷
村
チ
ー
ム

に
振
り
切
ら
れ
、
惜
し
く
も
村

の
部
２
位
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
戦
い
ぶ
り
は
素
晴
ら
し

く
、
最
後
ま
で
諦
め
ず
走
り
続

け
る
勢
に
は
胸
を
打
た
れ
る
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

個
人
の
成
績
で
は
、
７
区
溝

井
正
貴
選
手
（
泉
崎
中
３
年
）、

８
区
白
岩
楓
選
手
（
泉
崎
中
３

年
）、12
区
兼
子
卓
也
選
手
（
秋

山
錠
剤
㈱
）
14
区
鈴
木
陽
大
選

手
（
白
河
高
２
年
）
の
４
選
手

が
村
の
部
で
区
間
賞
を
獲
得
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
区
西
槇
駿
祐
選
手

（
学
法
石
川
高
２
年
）
と
西
槇

杏
莉
選
手
（
泉
崎
中
３
年
）
及

び
10
区
兼
子
侑
大
選
手
（
Ｎ
Ｄ

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
㈱
）
と
12
区
兼

子
卓
也
選
手
（
秋
山
錠
剤
㈱
）

が
そ
れ
ぞ
れ
兄
弟
で
の
参
加
で

し
た
。

　

泉
崎
村
チ
ー
ム
は
３
連
覇
と

い
う
重
圧
が
か
か
る
中
で
の
厳

し
い
戦
い
で
し
た
が
、
村
の
部

２
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
全
力
を
尽
く
し
た
立

派
な
成
績
で
あ
り
、
関
係
者
の

皆
様
に
心
か
ら
祝
意
を
表
し
ま

す
。
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監　

督　

関
谷　

正
文

　

た
く
さ
ん
の
応
援
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
選
手
の
皆
さ

ん
の
日
々
の
努
力
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。
チ
ー
ム
の
結
果
と
し
て

準
優
勝
に
な
り
ま
し
た
が
、
中
高

生
中
心
の
若
い
チ
ー
ム
で
す
。
来

年
の
大
会
ま
で
に
強
い
チ
ー
ム

に
な
る
よ
う
に
皆
で
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ー
チ　

星　
　

芳
典

　

31
回
を
数
え
る
本
大
会
は
、
村

の
部
第
２
位
と
い
う
成
果
が
得

ら
れ
、
泉
崎
村
の
歴
史
と
伝
統

が
生
き
づ
い
て
い
る
こ
と
を
痛

感
い
た
し
ま
し
た
。
中
学
生
区
間

は
、
泉
崎
中
学
校
生
徒
が
責
任
を

持
っ
て
そ
の
役
割
を
果
た
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
１
年
間
を

通
し
た
練
習
の
結
果
、
そ
の
成
果

が
得
ら
れ
た
こ
と
は
、
大
変
う
れ

し
い
こ
と
で
す
。
次
年
度
に
む
け

て
も
選
手
の
育
成
、
発
掘
に
微
力

で
す
が
お
力
に
な
れ
れ
ば
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

コ
ー
チ　

兼
子　

奈
緒

　

今
年
は
惜
し
く
も
村
の
部
優

勝
を
逃
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

来
年
は
こ
の
結
果
を
バ
ネ
に
全

員
で
成
長
し
、
ま
た
村
の
部
優
勝

目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

10
区
兼
子
侑
大
選
手
（
Ｎ
Ｄ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
㈱
）

13
区
兼
子
太
鶴
選
手
（
福
島
県
警
察
）

14
区
鈴
木
陽
大
選
手

（
白
河
高
２
年
・
写
真
中
央
）

11
区
本
柳
佑
茉
選
手
（
安
積
高
２
年
）

12
区
兼
子
卓
也
選
手
（
秋
山
錠
剤
㈱
）

村　の　部 タイム 総合順位
1. 西 郷 5°27'27" 16
2. 泉 崎 5°30'55" 17
3. 玉 川 5°37'35" 20
4. 中 島 5°37'36" 21
5. 平 田 5°39'12" 26
6. 鮫 川 5°43'25" 29
7. 天 栄 5°44'27" 31
8. 北 塩 原 5°51'29" 38
9. 大 玉 6°06'40" 47

10. 飯 舘 6°23'23" 53

15区鈴石 葵選手（泉崎中３年）フィニッシュするアンカー
塩澤裕也選手（秋山錠剤㈱）
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駅伝選手インタビュー

第
２
区

第
３
区

第
４
区

第
５
区

第
６
区

第
７
区

第
８
区

第
９
区

第
１
区

区間 走者（所属） コ　メ　ン　ト 区間距離（場所）

佐川　花梨
（光南高２年）

　今年で４回目の１区で、去年のタイムより良い記録をだす
ために顧問の先生や部員に協力してもらい、たくさん練習し
てきました。しかし、大会１週間前に、体調を崩してしまい、
当日も完全に治ってないまま試合に臨みました。去年よりタ
イムが悪くてとても悔しい結果でした。この経験をもとに次
の大会では、万全な状態で臨みたいです。

4.0km
白河陸上競技場～
サンフレッシュ白
河

西槇　駿祐
(学法石川高２年)

　２区は、同じ高校の人がたくさんいたので対抗心を燃やし
て走りました。しかし、いざレースが始まると腕や脚が思っ
たように動かず、自分が狙っていたタイムは出せませんでし
た。この悔しさをバネに来年こそは区間賞をとれるように普
段から陸上に対する意識を高くして練習に励みたいと思いま
す。

8.2km
サンフレッシュ白
河～さつき公園前

瀬戸　隆行
（村教育委員会）

　多くの皆様に支えられてのふくしま駅伝大会でした。沿道
やコメント等ご声援を賜りましたこと心より感謝申し上げま
す。足に不安もありましたが勇気を頂きました。準優勝とい
う結果ですが、若い力をそなえた泉崎村チームです。令和２
年こそは、私も区間賞を狙いつつ、チームV12を達成し、晩
秋の福島路に『泉崎村の元気』をPRしたいと思います。

5.8km
さつき公園前～矢
吹町役場内

福田　健人
（郡山自衛隊）

　今回のふくしま駅伝は、自分が納得いく走りができません
でした。正直、今回のレース運びは上手くいきませんでした
が、自分に何が足りないのか、どのような練習を多くやるべ
きかなどとてもいい収穫がありました。来年こそ村の部優勝、
個人でも区間賞をとれるように練習していきたいです。朝早
くから応援やサポートありがとうございました。

7.3km
矢吹町役場内～鳥
見山陸上競技場

小玉　瑞葵
（安積高２年）

　高校駅伝で10kmを走っていたため、例年だと長く感じら
れたであろう6.4kmも、距離への抵抗がなく走ることができ
ました。そのような中でも目標としていた村の部での区間賞
をとることができず、悔しい走りとなってしまいました。気
持ちを切り替えて、これからも精進してきたいです。

6.4km
鳥見山陸上競技場
～須賀川市役所内

和田　颯太
（福島大学１年）

　実に４年ぶりの「ふくしま駅伝」を走らせて頂きました。高
校では故障ばかりで全く走ることができなかったので、この大
会を久しぶりに走ることができて嬉しく思います。それと同時
に、強風とはいえ目標のタイムよりも大きく届かなかったこと
がとても悔しいです。来年こそは村の部優勝できるよう今年の
悔しい気持ちを胸に、またレベルアップしていきたいと思いま
す。応援していただき本当にありがとうございました。

8.3km
須賀川市役所内～
ゼノアック日本全
薬工業㈱内

溝井　正貴
（泉崎中３年）

〔区間賞〕

　今回僕は７区を走らせて頂きました。一斉スタートの焦り
により序盤は辛かったのですが、沿道の方の応援などがあり
後半は楽に走ることができました。また、区間賞もとること
ができたので嬉しかったです。サポートの真輝君が自ら色々
と動いてくれたので安心してスタートすることができました。
応援して下さった皆様、本当にありがとうございました。

5.4km
ゼノアック日本全
薬工業㈱内～郡山
総合体育館前

白岩　　楓
（泉崎中３年）

〔区間賞〕

　今回初めてふくしま駅伝に出場しました。走る前はとても
緊張しましたが、サポートの敦史先輩が緊張をほぐしてくれ
たおかげで、自分が今までやって来たことを出し切り、区間
賞をとることが出来ました。これからもどんどん成長して行
きたいです。

4.1km
郡山総合体育館前
～郡山北工業高校
内

西槇　杏莉
（泉崎中３年）

　今回のふくしま駅伝は、悔しい思い出となりました。前日
に区間が変更されて不安でしたが、サポートのおかげで安心
してスタートすることができました。結果はあまり良いとは
言えませんが、今の自分の力を出し切れたと思います。来春
から高校生です。次のふくしま駅伝では成長した姿を皆さん
にお見せできるよう頑張ります。応援ありがとうございまし
た。

3.0km
郡山北工業高校内
～郡山こどものも
り公園入口前

兼子　侑大
（ＮＤソフトウェア㈱） 　２年ぶりに走れて楽しかったです。しかし、村の部で優勝

が出来なかったので、来年リベンジしたいです。

9.3km
郡山こどものもり公
園入口前～本宮市・
㈱白岩屋商店前

第
10
区
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第
11
区

第
12
区

第
13
区

第
14
区

第
15
区

第
16
区

区間 走者（所属） コ　メ　ン　ト 区間距離（場所）

本柳　佑茉
（安積高１年）

　大会前日に監督から走ることを発表されましたが、有終の
美を飾るどころか酷いタイムを出してしまい申し訳なく思っ
ています。ふくしま駅伝には数々の想い出がありますが、４
年間も選手として走ることが出来たのも監督やコーチのご指
導、両親や応援して下さったたくさんの方々の存在があった
からだと思います。本当にありがとうございました。

3.9km
本宮市・㈱白岩屋
商店前～大玉村・
㈱イイジマ前

兼子　卓也
（秋山錠剤㈱）

〔区間賞〕

　区間総合５位、村の部区間賞をとれました。しかし、チー
ムは優勝を逃す悔しい結果となりました。中学、高校、大学、
一般が一丸となり、強いチームをまたゼロから作っていきま
す。来年リベンジに向けて頑張ります。応援ありがとうござ
いました。

7.0km
大玉村・㈱イイジ
マ前～二本松市役
所内

兼子　太鶴
（福島県警）

　今回13区を走らせて頂きました。今年は、村の部区間賞を
目指して走ったのですが、目標には届きませんでした。来年
は、今年以上に練習を積み、村の部区間賞をとり、村の部優
勝に貢献出来るようにしたいと思っています。

4.8km
二本松市役所内～
安達支所内

鈴木　陽大
（白河高２年）

〔区間賞〕

　僕にとって高校生最後のふくしま駅伝でした。とても風が
強かったのですが、村の部区間賞をとることができて良かっ
たです。昨年の小玉瑞葵くんの記録と比べ、タイムは負けて
いるようですが、風が強かったので実質僕の勝ちです。大学
生になってもまたふくしま駅伝で走りたいです。

5.7km
安達支所内～福島
市・松陵中学校前

鈴石　　葵
（泉崎中３年）

　昨年に続き２回目の15区を走らせて頂きました。昨年の記録
よりも大幅に遅れてしまい、とても悔いが残る大会になってし
まいました。チームとしても村の部優勝を逃してしまいました。
しかし、個人的には、ランナーとして今年のふくしま駅伝に参
加することが出来て嬉しかったです。サポート、応援ご指導し
て下さった方々、本当にありがとうございました。

3.4km
福島市・松陵中学
校前～福島大学入
口

塩澤　裕也
（秋山錠剤㈱）

　今年もたくさんの応援ありがとうございました。準優勝と
いう悔しい結果に終わりましたが、この日のために頑張って
きた選手や、支えてくださった皆さんに感謝しています。
　来年に向けてまた頑張りますので応援よろしくお願いしま
す！

8.4km
福島大学入口～福
島県庁

～サポートの皆さんの声～
菊地優志(日本大１年)：今回、私は６区の和田くんのサポートをさせて頂きました。ふくしま駅伝には中学３年生ぶりの参加でし
た。和田くんや健人先輩が、試合の反省をしているのを聞いて、来年こそは選手として出場したいと強く感じました。これから一年
間、練習を積んでいきたいと思います。小針慶大(中央大１年)：今回は14区のサポートをさせて頂きました。ふくしま駅伝に参加し
たのは２年ぶりで、改めてこの大会の楽しさを実感しました。しかし、今年は選手として走ることが出来なかったのが心残りです。来
年こそはしっかりと練習を積んでチームに貢献できるような走りをしたいと思います。瀬戸敦史(日大東北高１年)：今年のふくしま駅
伝では、サポートとして選手を補助する役目でした。７区を走ったことがあり、アドバイスできると思っていましたが、急きょ８区の
サポートになったため走り方など助言できず心残りです。来年は、鈴木陽大先輩が受験で参加できないため、２年生になる僕が代わり
に走りたいと思います。有賀陽翔(中３)：僕は４区の福田健人先輩のサポートをしました。中継所にいて選手の熱気などを感じ、ふく
しま駅伝を走る人たちがどれほど凄いか感じることができました。ふくしま駅伝で感じたことを今後に活かしていきたいです。草野真
輝(中３)：僕は７区のサポートとして裏方を務めました。一つ一つ選手のために気を使って行動し、選手が上手く走り切ってくれて良
かったと思いました。改めて、選手とサポートと一丸で頑張らないといけないと思いました。草野　翼(中２)：今回サポートをしてみ
て、昨年のサポートがいかに上手く出来ていなかったかを知りました。昨年に比べて、今年はとても上手くサポートできたと思います。
来年、さらに出来るように頑張りたいと思います。三瓶暖斗(中２)：今回のふくしま駅伝では兼子太鶴さんのサポートをしました。昨
年の駅伝では草野翼くんと一緒だったので頼り切りだったのですが、今回は一人だったので少し不安でした。けれど太鶴さんがサポー
トの内容を教えてくれたので、迷惑をかけずにサポートができたと思います。石井裕人(中２)：僕はこれまでふくしま駅伝をテレビで
見ていましたが、今回初めてサポートとして参加しました。サポートをやって、とても緊張しましたが楽しかったです。来年も頑張り
たいです。相田駆琉(中１)：最終区間の16区で塩澤さんのサポートをしました。初めてのふくしま駅伝のサポートで、最初はしっかり
できるか心配でしたが、先輩がリードしてくれて、しっかりとサポートができました。来年は自分一人でもできるよう頑張ります。鈴
木哲平(中１)：今回、選手のサポートをしてみて、改めて泉崎チームのすごさがわかりました。今大会では準優勝でしたが、これまで
31回行われてきた中で11回も優勝していて、どれだけ努力してきたのか認識できました。来年は優勝できるようよう自分もたくさん努
力していきたいと思います。瀬戸正篤(中１)：今年中学生として初めて兼子侑大選手のサポートでふくしま駅伝に参加しました。邪魔
にならないよう心掛けてサポートしました。兼子さんは他の市町村の人たちと話したり、これから本番だという緊張感を全く感じない
ほど余裕で、圧巻でした。駒橋　馨(中１)：私は１区のサポートをしました。初めてのサポートだったので緊張しました。花梨さんの
ユニホームにゼッケンをつけたり、荷物をもったりしましたが、荷物がたくさんあって重かったです。とても勉強になりました。久保
木彩(中１)：今回は９区のサポートをしました。初めてのふくしま駅伝で少し緊張しましたが、全力でサポートすることができました。
今回学んだことを活かし、来年のふくしま駅伝では走って活躍ができるように頑張ります。佐々木心陽(中１)：今回初めてのサポート
だったので、とても不安でした。杏莉先輩がベストを尽くせるようにどうしたらいいか考えサポート２人で協力して頑張りました。来
年は走ってチームに貢献できるように練習を頑張りたいです。中野目ひまり(中１)：初めてのふくしま駅伝にサポートとして参加しま
した。少し不安もありましたが、選手をしっかりサポートできたと思います。先輩方の走りを見て、私も先輩方のような走りがしたい
と思いました。来年の駅伝までにチームの人たちと力をつけ、大会で活躍できるようにこれからも練習を頑張ります。
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泉
崎
村
収
穫
感
謝
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

10
月
27
日
㈰
、「
泉
崎
村
収

穫
感
謝
祭
」
が
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

球
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

台
風
19
号
の
影
響
や
、
前
日

ま
で
降
り
続
い
た
雨
に
よ
り
開

催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
当

日
は
秋
晴
れ
の
穏
や
か
な
天
候

の
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
、
毎
年
恒
例
と

な
っ
て
い
る
、
村
内
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
に
よ
る
大
鍋
豚

汁
が
無
料
で
振
る
舞
わ
れ
、
閉

会
前
に
無
く
な
る
な
ど
今
年
も

大
好
評
で
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

村
内
外
で
活
動
す
る
各
団
体
の

皆
さ
ん
の
素
晴
し
い
ダ
ン
ス
や

演
舞
、
演
奏
が
次
々
と
披
露
さ

れ
会
場
は
大
き
な
拍
手
と
歓
声

に
包
ま
れ
ま
し
た
。
今
年
は

ニ
ュ
ー
ス
番
組
「
ゴ
ジ
て
れ
Ｃ

ｈ
ｕ
！
」
の
取
材
に
訪
れ
て
い

た
福
島
中
央
テ
レ
ビ
の
徳
光
正

英
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
ミ
ニ
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
会
場
を

沸
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
村
職
員
の
研
修
派
遣

カッセイカマンと記念撮影菊地幸次商工会長のあいさつ

下條村のリンゴ販売南会津町のブース福島中央テレビ徳光アナ（右）

豚汁をつくったボランティアの皆さん最後はみんなでじゃんけん大会

を
き
っ
か
け
に
多
方
面
で
友
好

を
深
め
て
い
る
長
野
県
下
條
村

の
皆
さ
ん
が
地
元
特
産
品
（
り

ん
ご
等
の
旬
の
果
物
）
を
、「
結

協
定
」
の
南
会
津
町
か
ら
は
南

会
津
観
光
協
会
の
皆
さ
ん
が
地

元
の
お
い
し
い
地
酒
や
山
菜
を

そ
れ
ぞ
れ
販
売
し
、
多
く
の
来

場
者
が
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

下
條
村
の
皆
さ
ん
は
昨
年
に
引

き
続
き
埼
玉
県
の
ご
当
地
ヒ
ー

ロ
ー
「
さ
い
た
ぁ
マ
ン
」
と
共

演
し
「
地
域
戦
隊
カ
ッ
セ
イ
カ

マ
ン
シ
ョ
ー
」
で
会
場
を
大
い

に
賑
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
泉
崎
村
収
穫
感
謝
祭

を
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
長
野

県
下
條
村
、
南
会
津
町
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
と
地
元
泉
崎
を
愛

す
る
各
団
体
出
店
者
、
出
演
者

の
ご
理
解
ご
協
力
の
も
と
大
盛

況
で
実
施
す
る
事
が
で
き
関
係

者
の
皆
様
に
は
心
よ
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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　水道管の凍結しやすい時期を迎えました。万が一凍結してしまった場合は、下記の業者または建設水道係へご
相談ください。

　村では生活路の交通の確保のため、村道の除雪を行います。除雪作業をスムーズに行うためには、村民の皆さ
んのご理解とご協力が欠かせません。ルールとマナーを守り、冬期間を安全・快適に過ごしましょう。

除雪作業をスムーズに行うために次の事項にご協力ください。
◆路上駐車や公共施設への夜間駐車はやめてください。
　路上に車両があると、除雪を中断しなければなりま
せん。緊急車両の通行の妨げにもなりますのでやめま
しょう。
　また、公共施設への夜間駐車も除雪作業の妨げにな
りますので、駐車しないでください。
◆敷地内の垣根等の剪定をお願いします。
　垣根や立木の枝が除雪車の通行に支障をきたす場合
があります。伸びた枝は切り落とすなどしてください。
　緊急を要する場合は村で切り落とす場合があります
ので、ご了承ください。
◆出入口の除雪は各ご家庭でお願いします。
　除雪作業は限られた時間で広範囲に行うため、除雪
した雪が皆さんの家の出入口をふさいでしまうことが
あります。各ご家庭の出入口付近の除雪にご協力をお
願いします。
　また、道路わきの私物等で支障になるものは降雪前
に必ず撤去してください。

冬期の水道利用について

除雪作業にご協力ください。

問建設水道係　☎５３・２１１４

問建設水道係　☎５３・２１１４

～冬場の水道管のお手入れ～
・水抜きハンドルを回し水を止め、蛇口を一カ所（風呂場等

がベスト）開け、水道管内の水を完全に抜いておく。
・風呂のボイラー等に風よけがついていない場合には、周り

を板等で囲っておく。
・凍っている箇所付近にお湯をかければ直る場合があるの

で、非常用にバケツ等に水を汲んでおく。
～建設水道係からのお願い～
　水道の量水器（メーターボックス）の上には、物を置か
ず、きれいな状態に保つようにしてください。

《水道工事業者リスト》

（50音順）

事業者名 住　　所 電話番号
㈲ イ ズ ミ 設 備 北平山字新田51 53－3277
ウ ナ ガ ミ 設 備 ㈲ 泉崎字新宿26 53－2171
㈱ 兼 千 関和久字瀬知房5 53－3586
木 戸 設 備 関和久字漆久保6 53－3268
草 野 設 備 踏瀬字長峰50 53－2267
さかもとサービス 泉崎字長峯1 53－2075
㈲ 鈴 木 設 備 工 業 泉崎字前畑17 53－2301
㈲ ド ル フ ィ ン 踏瀬字長峰79－2 29－8925

◆道路への雪出しは禁止です。
　除雪した道路に雪を出してしまうと、道路が凸凹にな
り事故につながります。道路は雪の捨て場ではありませ
ん。道路に雪を出すのはやめましょう。
◆除雪作業が遅れる場合があります。
　除雪作業はできるだけ早い時間に行うよう努めていま
すが、積雪状況や道路状況等により遅れる場合がありま
す。
　また、除雪は主要村道や通学路等の生活路から始まり
ますので、地区により進度が異なります。ご了承ください。

《除雪に関する問い合わせ》
·村道：村役場事業課建設水道係
　　　☎0248-53-2114
・県道：福島県県南建設事務所
　　　☎0248-23-1631（平日）・0248-23-1525（夜間・休日）
・国道：郡山国道事務所郡山維持出張所
　　　☎024-932-4486
※私道の除雪は行いません。

道路の穴ぼこを見つけたら

　下記のような危険な状況の道路を発見
したらご一報ください。
　・穴ぼこや大きな亀裂がある
　・倒木がある　など

連絡先：事業課建設水道係
（℡：53-2114）
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樹木や生垣等の適切な管理について 問建設水道係　☎５３・２１１４

　樹木や生垣等の伐採・剪定をして適切な管理をお願いします。
　車道に樹木や生垣等が張り出していると通行に支障となるだけでなく、《交通障害》を引き起こす場合があります。
　樹木や生垣等が道路にはみ出していることが原因で事故等が発生した場合、所有者の方が《損害賠償責任》を問われる
ことがあります。（民法第７１７条・道路法第４３条）
　道路での事故防止のためにも、樹木や生垣等の所有者の皆様には伐採・剪定等の適切な管理をしていただくようお願い
します。（民法第２３３条）

　左側の樹木は道路に干渉し、歩行者、
車両等の交通を妨げる可能性がありま
す。このことが原因で事故が起きた場
合、樹木の所有者の方が責任を問われる
場合があります。
　交通を妨げ、事故の原因をつくらない
ためにも、右側の樹木のように伐採・剪
定等を行うよう、お願いします。

Izumizaki-Country　Village Winter Plan  2019  11/1～2020  3/31

忘・新年会・各種ご宴会予約 承ります
宴会シーズン到来！各種宴会 予算・ご要望に応じます。

日帰りご宴会プラン（飲み物代別）
お一人様（諸税込）4,000円～

宿泊ご宴会プラン（飲み物代別）
お一人様（諸税込）8,500円～

泉崎カントリーヴィレッジ
SPA&SPORTS  PUBLIC  HOTEL 泉崎さつき温泉  ☎ 53‐4211　📠📠 53‐4255

e‐mail :spa@izumizaki‐cv.com

泉崎村の教育 ～シリーズ3～� 泉崎村教育委員会

　泉崎村教育委員会では、令和元年度の教育施策の柱として５つの重点を設けています。
　１．｢ふるさとを愛し活躍できる子どもを育てる」学校教育の推進
　２．生きる喜びが生まれる生涯学習の推進　　　４．家庭の教育力向上と子育ての支援
　３．村民の活力を育む生涯スポーツの振興　　　５．教養を高め生活を潤す文化活動の推進
　教育委員会の重点施策の推進状況についてお知らせします。第３回は、「２．生きる喜びが生まれる生涯学習」の
推進です。

 施策１　公民館活動の充実
◆年代に応じた学習機会の提供
　公民館では、幅広い年代の村民の皆様のニーズに応じた生涯学習講座を開催しています。例えば、英会話教室で
は、学校教育で英語教育に携わっている外国人英語指導助手が小学生や大人向けの学習機会を設けています。また、
成人学級では、室内での学びと学級外での研修を取り入れ、自らの教養と趣味を広げる活動を行っています。
◆自主的活動の推進と充実
　青少年健全育成事業の一環として、毎年、成人を迎える若者が手作りで、自分達で企画する成人式を行っていま
す。主体的な取り組みがこれからの村の将来を担うことに結び付くことが期待されます。

 施策２　生涯にわたる読書活動への環境整備と活動の推進
◆村民の生涯にわたる読書活動環境の整備と活動の支援
　本村には、優れた読書環境が整備されています。村図書館には、多数の蔵書があり、常に村民の皆様の要望に応え
られる準備をしています。その一つが新刊の購入です。図書館に蔵書のない場合には、他の図書館との連携を図り確
保したり、年間計画に基づいて購入を行ったりしています。また、学校関連施設との連携を図り、相互ネットワーク
により情報の共有を図っています。幼稚園、学校へ読み聞かせボランティア、図書館職員が伺い、読み聞かせ活動を
行っています。近年の読書離れが叫ばれる中、このような活動が重視されています。
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泉
崎
中
特
設
英
語
弁
論
部

東
北
大
会
・
全
国
大
会
出
場

　

11
月
８
日
㈮
に
泉
崎
中
特

設
英
語
弁
論
部
へ
の
激
励
金

交
付
式
が
役
場
村
長
室
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
交
付
式
に
は
、

大
塚
教
頭
先
生
と
顧
問
の
新

井
田
先
生
が
出
場
生
徒
を
引

率
し
、
第
67
回
東
北
六
県
中

学
校
英
語
暗
唱
弁
論
大
会
に

出
場
す
る
半
澤
旺
雅
く
ん

（
１
年
）、
ま
た
、
高
円
宮
杯

第
71
回
全
日
本
中
学
校
英
語

弁
論
大
会
に
出
場
す
る
半
澤

蒼
良
く
ん
（
３
年
）
に
箭
内

副
村
長
か
ら
激
励
金
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

東
北
大
会
は
、
11
月
15
日

に
仙
台
市
で
、
ま
た
全
国
大

会
は
、
28
日
と
29
日
に
東
京

都
で
開
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

泉
崎
中
バ
レ
ー
部

選
抜
選
手
４
名
県
大
会
出
場

見
事
準
優
勝
に
輝
く

　

第
41
回
福
島
県
中
学
生
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
へ

の
出
場
を
決
め
た
選
手
へ
の

激
励
金
交
付
式
が
、
11
月
８

日
㈮
役
場
に
て
行
わ
れ
、
部

長
の
小
林
凜
さ
ん
（
２
年
）

に
箭
内
副
村
長
か
ら
激
励
金

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
出
場
し
た
、

泉
崎
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
部
長
の
小
林
さ
ん
と
深
谷

わ
か
ば
さ
ん
（
２
年
）、
根

本
莉
子
さ
ん
（
２
年
）、
佐

藤
芽
依
さ
ん
（
１
年
）
の
４

名
は
、
表
郷
中
学
校
と
大
信

中
学
校
と
の
混
合
チ
ー
ム
で

試
合
に
臨
み
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

方
式
に
よ
る
３
セ
ッ
ト
マ
ッ

チ
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

連
合
チ
ー
ム
は
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
、
見
事
準
優
勝
と

い
う
成
績
で
大
会
を
終
え
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

左から：新井田先生、箭内副村長、
蒼良さん、旺雅さん、大塚教頭先生

激励金を受け取る小林さん 梨を手渡す長久保会長

採点を待つ様子 数学パズルに苦戦する児童

民
生
児
童
委
員
協
議
会

梨
を
贈
呈

　

10
月
４
日
㈮
泉
崎
村
民
生

児
童
委
員
協
議
会
よ
り
村
内

の
介
護
施
設「
さ
つ
き
の
郷
」

「
ケ
ア
ハ
ウ
ス
泉
崎
」「
泉
崎

南
東
北
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
・
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」
３
か

所
に
長
野
県
下
條
村
産
の
梨

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
民
生
児
童
委
員
協

議
会
長
久
保
会
長
よ
り
そ
れ

ぞ
れ
の
施
設
に
梨
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

第
６
回
放
課
後
子
ど
も
教
室

「
頭
の
体
操
・
パ
ズ
ル
で
遊
ぼ
う
」

　

10
月
７
日
㈪
第
二
小
学
校

で
20
名
が
、
10
月
21
日
㈪
第

一
小
学
校
で
44
名
が
各
学
校

教
室
に
お
い
て
、「
頭
の
体

操
・
パ
ズ
ル
で
遊
ぼ
う
」
と

題
し
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
数
字

パ
ズ
ル
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

学
年
ご
と
に
分
か
れ
て
の

活
動
で
、
年
齢
に
合
っ
た
問

題
を
ゲ
ー
ム
感
覚
で
解
き
、

プ
リ
ン
ト
10
枚
ク
リ
ア
達
成

を
目
標
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

プ
リ
ン
ト
を
１
枚
終
え
る

ご
と
に
、
採
点
を
し
て
も
ら

い
、
満
点
で
あ
れ
ば
シ
ー
ル

と
交
換
す
る
と
い
う
ル
ー
ル

の
も
と
行
わ
れ
、
シ
ー
ル
獲

得
枚
数
を
競
い
合
い
、
子
ど

も
達
は
途
中
休
憩
時
間
を
取

る
の
も
惜
し
い
ほ
ど
に
集
中

し
て
い
ま
し
た
。

　

解
け
な
い
問
題
に
直
面
す

る
と
、
ど
う
に
か
解
こ
う
と

一
生
懸
命
考
え
、
サ
ポ
ー

タ
ー
の
ち
ょ
っ
と
し
た
ヒ
ン

ト
か
ら
解
決
の
糸
口
を
見
つ

け
る
と
、
全
身
で
う
れ
し
さ

を
表
現
し
、
喜
び
と
や
る
気

に
満
ち
た
子
ど
も
達
で
し
た
。

　

参
加
児
童
か
ら
は
、「
友

達
と
競
い
合
い
な
が
ら
で
き

て
楽
し
か
っ
た
。」「
目
標
の

10
枚
ク
リ
ア
ー
で
き
て
う
れ

し
い
。」「
宿
題
に
今
日
の
よ

う
な
問
題
が
出
る
と
楽
し
い

の
に
。」
と
の
感
想
を
聞
く

事
が
で
き
、
楽
し
み
な
が
ら

課
題
を
解
く
喜
び
と
、
達
成

感
が
あ
ふ
れ
る
よ
う
な
様
子

で
し
た
。
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第
７
回
放
課
後
子
ど
も
教
室

「
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
」

　

11
月
11
日
㈪
第
一
小
学
校

体
育
館
に
お
い
て
、
い
ず
み

ざ
き
婦
人
会
の
渡
辺
美
恵
子

会
長
、
瀬
戸
幸
子
さ
ん
、
田

崎
孝
子
さ
ん
の
３
名
を
講
師

に
招
き
、
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー

ス
作
り
の
体
験
教
室
を
行
い

ま
し
た
。

　

一
小
と
二
小
の
児
童
計
74

名
は
、
８
班
に
分
か
れ
４
種

類
の
マ
カ
ロ
ニ
を
組
合
せ
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
マ
カ
ロ
ニ
リ

ー
ス
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

子
ど
も
達
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分

だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
リ
ー
ス

を
制
作
し
よ
う
と
、
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

直
径
18
㎝
の
ド
ー
ナ
ツ
型

に
く
り
抜
い
た
ダ
ン
ボ
ー
ル

の
土
台
に
マ
カ
ロ
ニ
を
、
一

段
目
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
面
全
体

に
貼
り
付
け
、
二
段
目
は
一

段
目
と
重
な
ら
な
い
よ
う
に

盛
り
込
み
、
三
段
目
は
二
段

目
と
重
な
ら
な
い
よ
う
に
全

体
的
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
な

が
ら
飾
り
つ
け
る
と
い
う
手

順
で
積
み
重
ね
、
最
終
仕
上

げ
に
、
銀
の
ス
プ
レ
ー
を
か

キ
ッ
ズ
英
会
話
教
室

「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
」

　

10
月
23
日
㈬
中
央
公
民
館

に
お
い
て
、
キ
ッ
ズ
英
会
話

教
室
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ

ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
は
、
英
語
指

導
助
手
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
先

生
の
出
身
地
で
あ
る
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

で
16
世
紀
頃
発
祥
し
た
と
言

わ
れ
、
も
と
も
と
は
麦
や
野

菜
な
ど
、
秋
の
収
穫
の
お
祝

い
か
ら
始
ま
っ
た
お
祭
り
だ

そ
う
で
す
。

　

パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
に
よ
り
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
の
伝
統
を
学
ん
だ
り
、

２
人
の
先
生
方
が
手
作
り
し

た
ジ
ャ
ッ
ク
・
オ
ー
・
ラ
ン

タ
ン
（
か
ぼ
ち
ゃ
）
の
「
福

笑
い
」
や
、
お
ば
け
の
玉
入

れ
な
ど
で
楽
し
く
温
も
り
あ

る
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し

た
。

　

最
後
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
ち

な
ん
で
「
ト
リ
ッ
ク
・
オ
ア
・

ト
リ
ー
ト
！
（
お
菓
子
を
く

れ
な
い
と
い
た
ず
ら
す
る

ぞ
）」と
い
う
英
語
の
フ
レ
ー

ズ
が
子
ど
も
達
か
ら
聞
か
れ
、

保
育
所
乳
幼
児
家
庭
教
育
学

級
・
保
育
参
加

　

11
月
８
日
㈮
保
育
所
ホ
ー

ル
に
お
い
て
乳
幼
児
家
庭
教

育
学
級
・
保
育
参
加
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
乳
幼
児
家
庭
教

育
学
級
で
は
、
各
ク
ラ
ス
で

テ
ー
マ
を
決
め
、
ク
ラ
ス
懇

談
会
を
行
い
ま
し
た
。
子
育

て
の
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
を
発

散
す
る
た
め
の
楽
し
み
な
ど
、

様
々
な
話
で
盛
り
上
が
り
、

各
テ
ー
ブ
ル
か
ら
笑
い
声
が

聞
か
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
育
参
加
で
は
親

子
で
劇
団
バ
ク
に
よ
る
人
形

劇
「
つ
る
の
恩
返
し
」
を
観

賞
し
ま
し
た
。
子
ど
も
達
は

お
家
の
人
と
一
緒
に
、
約
１

時
間
に
わ
た
り
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

完成を喜ぶ児童 リース作りの様子

ジャック・オー・ランタンで福笑い

懇談会の様子

参加者の皆さん

け
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
の

リ
ー
ス
を
完
成
さ
せ
て
い
ま

し
た
。

　

時
間
の
都
合
上
、
リ
ボ
ン

等
の
飾
り
付
を
せ
ず
、
自
宅

に
持
ち
帰
り
ま
し
た
が
、

「
思
っ
た
よ
り
簡
単
に
で
き

た
。」「
楽
し
か
っ
た
。」
と
、

一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
気
分

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
満

足
し
た
様
子
の
子
ど
も
達
で

し
た
。

嬉
し
そ
う
に
お
菓
子
を
手
渡

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
異
国

の
伝
統
的
行
事
を
皆
で
お
祝

い
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
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烏
峠
自
然
観
察
会

　

11
月
５
日
㈫
第
二
小
学
校
、

11
月
11
日
㈪
第
一
小
学
校
の

そ
れ
ぞ
れ
４
年
生
を
対
象
に

烏
峠
自
然
観
察
会
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

児
童
は
各
班
に
分
か
れ
、

烏
峠
の
自
然
を
守
る
会
会
員

の
案
内
の
も
と
、
烏
峠
に
自

生
す
る
山
野
草
や
樹
木
の
説

明
を
熱
心
に
聞
き
な
が
ら
山

頂
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

モ
ミ
ジ
な
ど
の
広
葉
樹
が

赤
や
黄
色
に
色
づ
き
、
美
し

い
秋
の
装
い
を
始
め
た
山
頂

に
到
着
す
る
と
、
昼
食
に
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ
た
り
、

ク
イ
ズ
大
会
や
じ
ゃ
ん
け
ん

大
会
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

泉
崎
村
芸
能
発
表
会

　

11
月
10
日
㈰
泉
崎
村
芸
能

団
体
連
絡
協
議
会
主
催
に
よ

る
「
芸
能
発
表
会
」
が
中
央

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
種
団
体
に
よ
る
演
奏
・

ダ
ン
ス
・
歌
・
踊
り
な
ど
華

麗
な
演
技
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
久
保
木
村
長
、
鈴

木
村
議
会
議
長
に
よ
る
サ
プ

ラ
イ
ズ
出
演
も
あ
り
終
始
会

場
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

出
前
元
気
は
つ
ら
つ
教
室

全
体
交
流
会
開
催

　

11
月
13
日
㈬
、
保
健
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

出
前
元
気
は
つ
ら
つ
教
室
全

体
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

元気はつらつ教室の様子

烏峠を進む一小の児童

美しい歌声を披露するコールいずみ

ウォールポケットの作成ＵＦＯコマをつくりました紙相撲で勝負

幼
稚
園
「
祖
父
母
参
観
・
一

般
・
新
入
園
児
参
観
」

　

10
月
24
日
㈭
、
祖
父
母
・

一
般
・
新
入
園
児
参
観
が
あ

り
ま
し
た
。

　

年
長
の
た
け
組
は
「
Ｕ

Ｆ
Ｏ
コ
マ
つ
く
り
」、
ま
つ

組
は
「
紙
相
撲
」、
い
ち
ょ

う
組
は
「
ウ
ォ
ー
ル
ポ
ケ
ッ

ト
」
を
、
年
中
の
も
も
組
は

「
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
キ
ャ
ッ

チ
」、
う
め
組
は
「
糸
電
話

製
作
」
を
、
年
少
り
す
組
は

「
ロ
ケ
ッ
ト
製
作
」、
う
さ
ぎ

組
は
「
紙
コ
ッ
プ
け
ん
玉
作

り
」、
こ
あ
ら
組
は
「
紙
皿

フ
リ
ス
ビ
ー
作
り
」
を
そ
れ

ぞ
れ
お
家
の
人
と
一
緒
に
楽

し
み
ま
し
た
。

　

ど
の
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
達

も
、
祖
父
母
の
皆
さ
ん
や
お

家
の
人
と
一
緒
に
活
動
で
き

る
事
が
嬉
し
く
、
祖
父
母
の

皆
さ
ん
は
目
を
細
め
孫
の
成

長
を
喜
び
、
た
く
さ
ん
の
愛

情
を
受
け
た
子
ど
も
達
か
ら

は
満
面
の
笑
顔
や
歓
声
を
あ

げ
る
姿
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か

ら
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

祖
父
母
の
皆
さ
ん
そ
し
て

保
護
者
の
皆
さ
ん
、
お
忙
し

い
中
、
参
観
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

久
保
木
村
長
か
ら
の
あ
い

さ
つ
後
、
出
前
元
気
は
つ
ら

つ
教
室
で
お
な
じ
み
の
近
藤

美
智
子
先
生
に
よ
る
音
楽
療

法
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
先
生

の
ピ
ア
ノ
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
の
演
奏
や
、
参
加
者

一
同
で
の
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
、

鳴
子
の
演
奏
に
加
え
、
先
生

の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
語
り

も
合
わ
さ
り
、
会
場
内
は
笑

い
と
歓
声
に
包
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

　

出
前
元
気
は
つ
ら
つ
教
室

は
、
各
地
区
の
公
民
館
で
月

に
１
度
、
様
々
な
講
師
を
迎

え
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
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保
育
所
避
難
訓
練

　

11
月
６
日
㈬
保
育
所
に
て

消
防
署
立
会
い
の
も
と
、
避

難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
給
食
室
か
ら
出
火

し
た
想
定
で
、
保
育
所
近
く

の
第
一
避
難
コ
ー
ス
に
避
難

し
ま
し
た
。
サ
イ
レ
ン
の
音

に
驚
い
た
子
も
い
ま
し
た
が
、

全
員
で
速
や
か
に
避
難
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
職
員
に
よ
る

消
火
訓
練
が
行
わ
れ
、
子
ど

も
達
は
と
て
も
真
剣
な
表
情

で
訓
練
の
様
子
を
見
て
い
ま

し
た
。
最
後
は
、
救
急
車
の

前
で
記
念
撮
影
や
車
内
見
学

を
し
、
子
ど
も
達
は
終
始
興

味
津
々
で
し
た
。

　

消
防
署
長
さ
ん
か
ら
は

「
空
気
が
乾
燥
す
る
こ
れ
か

ら
の
季
節
、
特
に
火
の
取
り

扱
い
に
は
十
分
に
気
を
付
け

て
ほ
し
い
で
す
。」
と
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。
万
が
一
に

備
え
て
、
日
頃
か
ら
の
訓
練

や
備
え
が
と
て
も
大
切
だ
と

改
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ご
家
庭
で
も
火

の
取
り
扱
い
に
は
、
十
分
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

梅
宮
吉
男
氏
よ
り
６
度
目
の

寄
付

　

10
月
28
日
㈪
村
内
在
住
の

梅
宮
吉
男
氏
よ
り
多
額
の
ご

寄
付
が
あ
り
、
役
場
村
長
室

に
て
久
保
木
村
長
へ
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

梅
宮
氏
に
よ
る
本
村
へ
の

寄
付
は
平
成
26
年
度
か
ら
続

け
て
６
度
目
で
、
こ
れ
ま
で

新
庁
舎
の
建
設
費
や
図
書
の 救急車の前で記念撮影先生方の消火訓練

激励金を受け取る山本くん

寄付金を手渡す梅宮氏

山
本
涼
太
く
ん

（
Ｆ
Ｃ 

Ｒ
ｅ
ｇ
ａ
ｔ
ｅ
）

東
北
大
会
出
場

　

泉
崎
中
２
年
生
の
山
本
涼

太
く
ん
が
所
属
す
る
Ｆ
Ｃ
レ

ガ
ッ
テ
は
過
日
行
わ
れ
た

Ｕ-

15
フ
ッ
ト
サ
ル
選
手
権

大
会
福
島
県
大
会
で
見
事
優

勝
を
果
た
し
、
11
月
９
日
㈯
、

10
日
㈰
に
山
形
県
で
開
催
さ

れ
る
Ｕ-

15
フ
ッ
ト
サ
ル
選

手
権
大
会
東
北
大
会
へ
の
出

場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

11
月
７
日
㈭
山
本
く
ん
は

出
場
の
あ
い
さ
つ
の
た
め
来

庁
し
、
久
保
木
村
長
か
ら
激

励
金
を
手
渡
さ
れ
、
活
躍
を

誓
い
ま
し
た
。

福 島 工 場／福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字坊頭窪１番地
　　　　　　　☎0248-53-3491・FAX0248-53-3493
第二福島工場／福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字山崎山１番地３
　　　　　　　☎0248-54-1618・FAX0248-54-1619
白 河 工 場／福島県白河市萱根月ノ入１番地21
　　　　　　　☎0248-21-1401・FAX0248-21-1404
白河第二工場／福島県白河市萱根月ノ入１番地21
　　　　　　　☎0248-28-5061・FAX0248-28-5064
本　　　　社／埼玉県さいたま市大宮区土手町２丁目７番２
　　　　　　　☎048-650-6051・FAX048-650-5201
https://www.asahi-rubber.co.jp/

購
入
費
に
充
て
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
は
「
梅

宮
吉
男
文
庫
コ
ー
ナ
ー
」
を

設
け
、
泉
崎
図
書
館
に
計
991

冊
、
泉
崎
幼
稚
園
に
計
447
冊
、

第
一
小
学
校
に
計
248
冊
、
第

二
小
学
校
に
計
248
冊
の
図
書

を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
内
、
泉
崎
図
書
館
に

配
置
の
図
書
に
つ
い
て
は
、

一
般
公
開
し
て
い
る
ほ
か
、

各
学
校
に
学
級
文
庫
と
し
て

貸
出
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
梅
宮
氏
か
ら
の

寄
付
金
は
図
書
購
入
費
用
の

一
部
に
し
て
欲
し
い
と
の
要

望
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
村

で
は
よ
り
幅
広
い
年
代
の
子

ど
も
達
が
楽
し
め
る
図
書
の

購
入
を
考
え
て
い
ま
す
。
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村
民
文
化
祭

　

11
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰
の

二
日
間
に
わ
た
り
、
中
央
公

民
館
に
て
「
第
45
回
泉
崎
村

民
文
化
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

来
場
者
は
学
童
絵
画
・
習

字
作
品
の
他
、
一
般
作
品
・

盆
栽
・
菊
花
・
広
山
流
（
生

け
花
）
展
な
ど
数
々
の
作
品

を
鑑
賞
し
、「
芸
術
の
秋
」

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連

絡
協
議
会
に
よ
る
「
こ
ど
も

の
広
場
」・
国
際
交
流
協
会

に
よ
る
出
店
・
い
ず
み
ざ
き
・

マ
ル
シ
ェ
も
開
催
し
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
大
勢
の
人
で

賑
わ
い
、
大
盛
況
の
文
化
祭

で
し
た
。

作品を鑑賞する参加者

表彰された
星中央公民館長

村
民
文
化
祭
表
彰
式

　

11
月
19
日
㈫
に
「
第
45
回

泉
崎
村
民
文
化
祭
表
彰
式
」

が
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

出
展
数
、
約
１
，０
０
０
点

の
中
か
ら
選
ば
れ
た
受
賞
者

に
は
賞
状
と
記
念
品
な
ど
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

【
村
長
賞
】

絵
画
部
門

庄
司　
　

湊(

幼
稚
園
年
長)

本
田　

依
茉(

一
小
６
年
）

橋
本　

空
河(

二
小
６
年
）

鈴
木　

結
女(

中
学
２
年
）

習
字
部
門

松
川　

妃
香(

一
小
６
年
）

木
野
内
和
奏(

二
小
６
年
）

図
師　

琴
芭(
中
学
３
年
）

一
般
部
門　
　

半
澤　

玲
子

高
齢
者
部
門　

岡
部
ミ
ト
リ

盆
栽
部
門　
　

田
﨑　

和
男

菊
花
部
門　
　

木
村　

定
夫

【
議
会
議
長
賞
】

絵
画
部
門

溝
井　

麻
友(

幼
稚
園
年
中)

吉
田　

心
音(

一
小
５
年
）

緑
河
の
の
か(

二
小
５
年
）

本
柳
キ
ア
ナ(

中
学
１
年
）

習
字
部
門

中
畑　

花
穂(

一
小
５
年
）

宗
形
麻
里
衣(

二
小
６
年
）

山
本　

未
來(

中
学
３
年
）

一
般
部
門　
　

加
藤　

晶
子

高
齢
者
部
門　

橋
本　

清
毅

盆
栽
部
門　
　

有
賀　

国
喜

菊
花
部
門　
　

古
宇
田
榮
増

【
教
育
長
賞
】

絵
画
部
門

鈴
木　

稜
平(

幼
稚
園
年
少)

穗
積　

優
心(

一
小
４
年
）

鈴
木　

翔
真(

二
小
４
年
）

橋
本　
　

楓(

中
学
２
年
）

習
字
部
門

鈴
木　

愛
彩(

一
小
４
年
）

藤
田　

美
穂(

二
小
５
年
）

半
澤　

蒼
良(

中
学
３
年
）

一
般
部
門　
　

古
布
メ
イ
ト

　
　
　
　
　
　

(

団
体
）

高
齢
者
部
門　

野
崎　

安
博

盆
栽
部
門　
　

野
崎　

安
博

菊
花
部
門　
　

星　
　

義
信

【
公
民
館
長
賞
】

絵
画
部
門

矢
吹　
　

斗(

幼
稚
園
年
長)

本
田　

玲
旺(

一
小
３
年
）

菊
地
友
里
愛(

二
小
３
年
）

白
岩　
　

楓(

中
学
３
年)

習
字
部
門

中
畑　

結
希(

一
小
３
年
）

穂
積　

竜
司(

二
小
５
年
）

星　
　

貞
樹(

中
学
３
年
）

一
般
部
門　
　

阿
部
サ
チ
子

�

ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・
ソ
マ
ー
ズ

高
齢
者
部
門　

鈴
木　

重
夫

盆
栽
部
門　
　

渡
部　

芳
郎

菊
花
部
門　
　

中
野
目
綾
子

【
文
化
協
会
長
賞
】

絵
画
部
門

佐
川　
　

華(

幼
稚
園
年
中)

本
柳　

陽
悠(

一
小
２
年
）

西
巻　

愛
菜(

二
小
２
年
）

半
澤　

蒼
良(

中
学
３
年
）

習
字
部
門

深
谷　

凜
桜(

一
小
２
年
）

佐
川　

ゆ
い(

二
小
４
年
）

西
槇　

杏
莉(

中
学
３
年
）

一
般
部
門　
　

古
宇
田
榮
増

　
　
　
　
　
　

倉
持　
　

正

高
齢
者
部
門

�

瀬
知
房
手
芸
ク
ラ
ブ

盆
栽
部
門　
　

有
賀　

國
喜

菊
花
部
門　
　

小
針　

晶
一

【
商
工
会
長
賞
】

絵
画
部
門

佐
川
裕
衣
奈(

幼
稚
園
年
少)

吉
田　

幸
雅(

一
小
１
年
）

受賞者の皆さん

中
央
公
民
館

県
教
育
委
員
会
か
ら
表
彰

　

11
月
１
日
㈮
福
島
県
文
化

セ
ン
タ
ー
に
て
、
教
育
・
文

化
関
係
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
泉
崎
村
中
央
公

民
館
が
功
績
顕
著
な
社
会
教

育
施
設
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
烏
峠
の
自
然
を
守
る
会
」

と
連
携
し
て
の
小
学
校
や
幼

稚
園
、
住
民
を
対
象
と
し
た

自
然
観
察
会
や
カ
タ
ク
リ
祭

り
の
開
催
、「
大
人
の
趣
味

ク
ラ
ブ
」
な
ど
の
男
女
共
同

参
画
事
業
、
家
庭
教
育
学
級

や
成
人
学
級
等
特
色
あ
る
活

動
が
認
め
ら
れ
今
回
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。
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中
畑
美
乃
里
さ
ん
（
帝
京
安

積
）
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
東
北
大

会
出
場

　

中
畑
美
乃
里
さ
ん
が
所
属

す
る
帝
京
安
積
高
校
は
10
月

19
日
㈯
、
20
日
㈰
青
森
市
で

開
催
さ
れ
た
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
選
抜
大
会
東
北
大
会

に
出
場
し
ま
し
た
。

　

帝
京
安
積
高
校
は
１
回
戦
、

２
回
戦
を
順
調
に
勝
ち
抜
き

ま
し
た
が
、
準
決
勝
、
決
勝

の
試
合
は
残
念
な
が
ら
中
止

と
な
り
、
記
録
上
は
４
チ
ー

ム
優
勝
と
い
う
形
で
大
会
を

終
え
ま
し
た
。

　

10
月
17
日
㈭
出
場
に
先
立

ち
美
乃
里
さ
ん
の
母
親
で
あ

る
二
美
さ
ん
が
出
場
の
あ
い

さ
つ
に
来
庁
し
、
箭
内
副
村

長
よ
り
激
励
金
を
受
け
取
り

ま
し
た
。

最優秀賞の鈴木さん親子 受賞者の皆さん

賞 応募作品名 出品者
最 優 秀 賞 あさドラ 鈴木　諒さん、美和さん
村 長 賞 旬のカボチャのうまみあんかけ 半澤旺雅さん、玲子さん

教 育 長 賞 はと麦茶でこうばしい
とりごぼうごはん 加藤輝隻さん、煌羅さん、恵子さん

商 工 会 長 賞 夏野菜入りそぼろ丼 中野目美咲さん、拓人さん

夢みなみ農協泉崎支店長賞 はと麦茶のわらびもち風スイーツ
（きなこと黒みつがけ） 秋　迦成さん、綾さん

ア イ デ ィ ア 賞
なんちゃって北京ダック 髙松悠稀さん、しずかさん
鶏マヨポン 嶋村美香さん、智子さん

わが家のアイディア料理コンクール

伊
保　

真
花(

二
小
１
年
）

大
野　

夏
寛(

中
学
３
年
）

習
字
部
門

草
野　

陽
太(

一
小
１
年
）

藤
田
こ
は
る(

二
小
３
年
）

小
林　

真
緒(

中
学
２
年
）

【
福
島
民
報
社
賞
】

絵
画
部
門

添
田　

碧
美(
幼
稚
園
年
長)

水
戸　

心
音(
一
小
６
年
）

木
野
内
和
奏(

二
小
６
年
）

中
野
目
百
香(

中
学
２
年
）

習
字
部
門

中
野
目
汐
璃(

一
小
５
年
）

鈴
木　

未
來(

二
小
２
年
）

國
井　

里
歩(

中
学
２
年
）

【
福
島
民
友
新
聞
社
賞
】

絵
画
部
門

井
上　
　

優(

幼
稚
園
年
中)

小
針
耀
一
朗(

一
小
２
年
）

中
山
千
衣
里(

二
小
５
年
）

加
藤　
　

澪(

中
学
１
年
）

習
字
部
門

西
巻　
　

凜(

一
小
１
年
）

我
妻　

莉
桜(

二
小
１
年
）

鈴
木　

歩
実(

中
学
１
年
）

【
特
別
賞
】

泉
崎
南
東
北
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
・
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

【
日
赤
県
支
部
長
賞
】

高
齢
者
部
門　

秋
山　

節
子

【
日
赤
県
南
地
区
長
賞
】

高
齢
者
部
門　

髙
田
昭
一
郎

【
県
老
連
会
長
賞
】

高
齢
者
部
門　

瀬
戸　

春
子

【
郡
老
連
会
長
賞
】

高
齢
者
部
門　

小
針
モ
ト
子

【
村
老
連
会
長
賞
】

高
齢
者
部
門　

会
田　

タ
ツ

　１０月６日（日）保健福祉総合センターにおいて、「わが家のアイディア料理コンクール」の審査会が行われ、
１０月２７日（日）の泉崎村収穫感謝祭において表彰式が行われました。
　当料理コンクールでは、アイディア、食材、味、見た目、手軽さ、安価の５項目で審査が行われましたが、地
場産品をたくさん使った料理やアイディアあふれる料理、手軽においしく食べられる料理など、いずれも素晴ら
しい作品でした。受賞者の皆さん、おめでとうございました。来月号より順次、入賞作品のレシピを掲載します
ので、ぜひご覧ください。
＜受賞作品＞



広報
いずみざき15

■
認
知
症
と
物
忘
れ
の
違
い
？

　

年
齢
を
重
ね
る
と
、
脳
の
老

化
に
よ
っ
て
誰
も
が
物
忘
れ
を

し
や
す
く
な
り
ま
す
が
、
加
齢

に
伴
う
物
忘
れ
と
、
認
知
症
に

よ
る
物
忘
れ
と
は
大
き
く
異
な

り
ま
す
。
判
別
の
難
し
い
加
齢

に
よ
る
物
忘
れ
と
、
認
知
症
に

よ
る
物
忘
れ
の
違
い
に
つ
い
て

説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

加
齢
に
よ
る
物
忘
れ
の
場
合

は
、
物
忘
れ
を
し
た
と
い
う
本

人
の
自
覚
が
あ
り
、
体
験
し
た

こ
と
の
一
部
を
忘
れ
て
し
ま
う

と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

認
知
症
の
場
合
、
物
忘
れ
を

し
た
と
い
う
本
人
の
自
覚
が
無

い
ま
ま
と
い
う
こ
と
が
多
く
み

ら
れ
、
体
験
し
た
こ
と
自
体
を

忘
れ
て
し
ま
う
と
い
う
特
徴
が

あ
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
例
を
挙
げ
る
と
、

朝
ご
飯
を
食
べ
た
後
に
、「
朝

ご
飯
は
食
べ
た
け
ど
、
何
を
食

べ
た
か
思
い
出
せ
な
い
」
場
合

は
、
加
齢
に
よ
る
も
の
で
、「
朝

ご
飯
は
食
べ
て
い
な
い
」
と
い

う
場
合
は
、
認
知
症
の
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
認
知
症
の
場
合
は
、

「
覚
え
て
い
な
い
こ
と
を
知
ら

れ
た
く
な
い
」
と
い
う
意
識
か

ら
、ご
ま
か
し
た
り
、取
り
繕
っ

た
り
す
る
よ
う
な
行
動
が
見
ら

れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
加
齢
と
認
知

症
の
症
状
に
は
違
い
が
み
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
に
も

記
憶
力
が
低
下
し
に
く
い
認
知

症
も
あ
り
ま
す
。
少
し
で
も
、

違
和
感
を
抱
い
た
際
に
は
、
医

療
機
関
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま

す
。

泉
崎
南
東
北　

認
知
症
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

兼
子　

康
博

■
泉
崎
南
東
北
公
開
講
座
の
お

知
ら
せ

〇
日
時　

12
月
14
日
㈯

〇
開
場　

13
：
30
～

〇
講
演　

14
：
00
～
15
：
00

〇
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

�

総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

集
団
検
診
室

〇
演
題　

脂
肪
肝
の
お
話

　
　
　
　
　

―
診
断
と
治
療
―

〇
講
師　

泉
崎
南
東
北
診
療
所

　
　
　
　

副
所
長　

消
化
器
科

　
　
　
　
　

内
藤　

梓　

先
生

診療所外来12月担当医

※都合により診療時間や医師の変更がある場合がありますので、詳しい診療案内等は当診療所へお電話にてお問い合わせください。
※日曜・祝祭日・年末年始の休日の当番医は☎0248-23-9909（しらかわ情報センター）で確認いただけます。

■インフルエンザワクチン予防接種のお知らせ
　10月15日より接種を開始しました。予約制ではありませんので、ワクチンの在庫が無くなり次第終了します。
　就学前のお子さんは、12月12日（木）の小児科外来日での接種をお勧めします。
※12月31日（火）から1月3日（金）までは休診します。

� 問泉崎南東北診療所　☎0248-53-2415

月 火 水 木 金 土 日

午　前
受付時間
8：30～
11：30

小林利男
整形外科・内科

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科
12/13.20.27診療

総合南東北病院
心臓血管外科

休

診

内藤　梓
消化器内科・外科

内藤　梓
消化器内科・外科

小林奈美江
眼科

12/6.13.20.27診療

内藤　梓
消化器内科・外科
第2.4土曜日診療

八木正樹
小児科

12/12のみ診療

午　後
受付時間
13：30～
16：00
（水曜日は
14：30）

北原正樹
内科・形成・皮膚・禁煙

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科
14：30受付終了

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科
12/13.20.27診療

小林利男
整形外科・内科
第1土曜日診療

緑川博文
心臓血管外科
12/2のみ診療

内藤　梓
消化器内科・外科

内藤　梓
消化器内科・外科

内藤　梓
消化器内科・外科
第2.4土曜日診療

八木正樹
小児科

12/12のみ診療

小鹿山博之
内科・脳外科

第３土曜日のみ診療

12/2 月曜午後
（14：00 ～ 16：30）

加齢 認知症

原因 老化 病気

自覚 あり なし

体験 一部忘却 全部忘却

日常生活 支障なし 支障あり

【表】認知症と物忘れの違い

建築工事などその他
☆気軽に御相談ください。
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　  泉崎図書館
☎５３・４７７９

図書館行事

《新刊案内》
　　　　　　　　　書　　　名 　著　者 出　版　社 請求記号
いれてくやさーい わたなべ　あや ひかりのくに E-ワ
ぽっとんころころどんぐり いわさ　ゆうこ 童心社 E-イ
おじいちゃんがのこしたものは… マイケル・モーパーゴ 評論社 E-モ
でんじろう先生の科学は爆発だ　おもしろ科学者大図鑑 米村　でんじろう 幻冬舎 K-402-ヨ
秘密に満ちた魔石館 廣嶋　玲子 PHP研究所 K-913-ヒ
小学生まじょのふしぎなぼうし 中島　和子 金の星社 K-913-ナ
14歳からの数学　佐治博士と数のふしぎの1週間 佐治　晴夫 春秋社 YA-410-サ
「ハッピーな部活」のつくり方 中澤篤史・内田良 岩波書店 YA-375-ナ
「未完成」なぼくらの、生徒会 麻希　一樹 KADOKAWA YA-913-マ
欺す衆生 月村　了衛 新潮社 913-ツ
コウサツ　刑事課・桔梗里見の囮捜査 前川　裕 角川書店 913-マ
命あれば 瀬戸内　寂聴 新潮社 914.6-セ

　１０月２２日(火)に図書館２階研修室にて「秋のスペシャルおはなし会 in Halloween」を開催し、１２名
の子ども達と保護者が参加しました。
　当日子ども達は、人気キャラクターに仮装したALTのクリスティーナ先生、ハナエ先生、ザック先生（中
島村ＡＬＴ）による英語での読み聞かせを楽しんだ後、先生方が考案したハロウィーンに関するゲームである
フェイスペインティングやお面づくりを体験しました。
　最後に、「トリック・オア・トリート！（お菓子をくれなきゃいたずらするぞ！）」と１人ずつ言って、各
先生方からお菓子をもらい、ハロウィーンの雰囲気を楽しんでいました。

　１１月７日(木)に保健福祉センターで行われた６～８か月児健康相談でブックスタートを行いました。絵本
を通して保護者と赤ちゃんのふれあいのツールのひとつとして活用していただくために、読み聞かせを体験し
た後に２冊の絵本をプレゼントしています。ご家庭でもぜひ絵本を楽しんでいただきたいです。

この他にも多数、新刊が入荷しております。お気に入りの一冊を見つけてみませんか？

・１２月２２日(日)１３：３０から図書館２階研修室にてクリスマスお楽しみ映画会を開催します。入場料は無料
です。時間までに図書館においでください。

・１２月２８日(土)～１月５日(日)まで、年末年始のため休館となります。１月６日(月)から通常開館となります。
休館中の返却は、返却ポストをご利用いただくか、休み明けに返却をお願いします。

図書館からのお知らせ
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保健福祉総合センター　☎５４・１３３５

冬は特にご注意を！ノロウイルスによる食中毒
食中毒は夏だけではありません。
ウイルスによる食中毒が冬に多発しています。

ノロウイルスによる食中毒予防のポイント

知事許可（般-27）第27330号　（労大臣認）１級建築塗装技能士

☎・泉崎５３－４０６６・ＦＡＸ２１－６６７８

随時・社員（見習い可）募集中  /  社会・厚生年金・雇用保険有り

塗装【ペンキ】工事
住宅からビルディング
まで工場・オフィス
店舗・内外塗装工事

＊見積り無料
   （新築・リフォームも）
　お電話お待ちしております

看板の事なら何でも
福島県屋外広告業届出　第 30015 号

〠969-0101　福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字寺前 71
TEL・FAX　0248-53-4355

小林工芸
(     ) (    　　  )看板 　　　　エアーブラシ設計
施工

アンドン
イラスト、他

乳がん検診（追加検診）のお知らせ ≪完全予約制≫
令和元年度の乳がん検診を受けられなかった方を対象に追加検診を実施します。
◇日　　　時　令和２年１月１４日（火）
　　　　　　　（受付時間）午前９時～１０時、午後１時～１時３０分
◇場　　　所　泉崎村保健福祉総合センター
◇対　象　者　２０歳以上の女性で、令和２年３月３１日までに偶数年齢に達する方。
　　　　　　　※平成３０年度・令和元年度に乳がん検診を受診していない方が対象です。
◇申込み方法　令和元年１２月１２日（木）～１２月２０日（金）までに保健福祉総合センターまでお申し込みくだ

さい。（人数制限あり）
※詳しくは、配布されたチラシをご覧になるか、お問い合わせください。
＜申込み・問い合わせ先＞　保健福祉総合センター　電話　５４－１３３５

○食事や調理をする前、トイレに行っ
た後は必ずよく手を洗いましょう。

○指先、指の間、爪の間、親指の周
り、手首など汚れの残りやすいとこ
ろを丁寧に洗いましょう。

○食品は十分に加熱
調理して食べるよう
にしましょう。

○調理器具は常に清
潔に保ちましょう。

○感染者が使用したものや触れたも
のは消毒しましょう。

○塩素濃度200ppmの次亜塩素酸ナト
リウムで消毒。金属部分は消毒後
十分に薬剤をふき取りましょう。

《 手洗い 》 《 加熱 》 《 消毒 》

・感染から発症まで24～48時間
・吐き気、おう吐、下痢、腹痛、微熱が

１～２日続く。
・感染しても症状のない場合や軽いかぜ

のような症状のこともあります。

ノロウイルスによる食中毒の特徴 ノロウイルスの感染経路

【食品からの感染】
・感染した人が調理などして汚染された食品
・ウイルスが蓄積した、過熱不十分な二枚貝など
【人からの感染】
・患者のふん便やおう吐物からの二次感染
・家庭や施設内などでの飛沫などによる感染
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心
理
士
に
よ
る
心
の
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

心
の
悩
み
で
お
悩
み
の
方
、

又
は
そ
の
家
族
の
方
は
こ
の
機

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
の
予
約
が
必
要

で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

応
相
談

◆
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

�

総
合
セ
ン
タ
ー

問
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
５

　

村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
心

配
な
こ
と
が
あ
っ
て
困
っ
て
い

る
方
の
た
め
に
、
毎
月
第
２
土

曜
日
に
心
配
ご
と
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　

12
月
14
日
㈯

　

10
：
00
～
12
：
00

◆
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

�

総
合
セ
ン
タ
ー

◆
相
談
員　

村
民
生
委
員

問
泉
崎
村
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
５
５

　

賃
金
未
払
い
、
解
雇
、
退
職

な
ど
の
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に

関
す
る
困
り
ご
と
や
疑
問
に
つ

い
て
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
現
地
相
談
】

◆
日
時

　

１
月
26
日
㈰

　

10
：
00
～
16
：
00

◆
会
場　

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ

　
　
　
　

人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

※
原
則
と
し
て
事
前
予
約
制
で

す
。
１
月
24
日
㈮
17
：
00
ま
で

受
け
付
け
ま
す
。

【
電
話
相
談
】

◆
受
付
時
間

　

10
：
00
～
17
：
00

問
福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
４
・
５
２
１
・
７
５
９
４

✉roudousoudan@
pref.fu

kushim
a.lg.jp

　

介
護
の
事
業
所
４
社
を
招
い

て
、
直
接
担
当
者
と
相
談
や
面

接
が
で
き
る
「
介
護
職
ミ
ニ
面

接
相
談
会
」
を
開
催
い
た
し
ま

す
。

　

仕
事
の
内
容
や
、
や
り
が
い

等
に
つ
い
て
事
業
所
よ
り
説
明

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
介
護
職

に
興
味
が
あ
る
方
は
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。（
事
前
の
予
約

が
必
要
と
な
り
ま
す
。）

◆
日
時

　

２
月
14
日
㈮

　

13
：
30
～
15
：
30

◆
場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河

�

地
下
会
議
室

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河

�

職
業
相
談
部
門

☎
０
２
４
８
・
２
４
・
１
２
５
６

◆
相
談
内
容　

不
動
産
登
記
や

会
社
登
記
、
相
続
・
遺
言
、
多

重
債
務
、
少
額
の
裁
判
、
成
年

後
見
等
に
関
す
る
法
律
相
談

【
１
月
16
日
㈭
・
３
月
19
日
㈭
】

◆
時
間

　

13
：
00
～
16
：
00

◆
場
所

　

須
賀
川
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

「
Ｔ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ（
て
っ
て
）３
階

【
２
月
６
日
㈭
】

◆
時
間

　

17
：
00
～
20
：
00

◆
場
所

　

マ
イ
タ
ウ
ン
白
河

※
事
前
に
予
約
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
緊
急
を
要
す
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
相
談

員
を
紹
介
し
ま
す
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

◆
予
約
・
問
い
合
わ
せ
（
祝
祭

日
を
除
く
月
曜
日
～
金
曜
日
）

　

10
：
00
～
12
：
30

　

13
：
30
～
16
：
00

問
白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
・
８
１
・
５
５
３
９

Ｑ　

相
続
登
記
を
し
な
い
で

放
っ
て
お
く
と
、
ど
の
よ
う
な

デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
か
？

相　
　

談

心
配
ご
と
相
談
所

労
働
困
り
ご
と
相
談

窓
口

白
河
司
法
書
士
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー
（
無
料
）

相
続
登
記
に
つ
い
て

第
１
回

～
登
記
を
行
わ
な
い

　
　

デ
メ
リ
ッ
ト
～

心
の
相
談
会

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河

介
護
職

ミ
ニ
面
接
相
談
会

案　
　

内
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Ａ　

相
続
人
の
中
に
所
在
不
明

の
方
な
ど
が
い
る
場
合
、
す
ぐ

に
登
記
を
含
め
た
相
続
の
手
続

き
を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
相

続
分
を
確
定
す
る
こ
と
が
困
難

と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
相
続

が
２
回
以
上
重
な
る
と
、
誰
が

相
続
人
に
な
る
の
か
、
そ
の
調

査
だ
け
で
相
当
の
時
間
が
掛
か

り
、
相
続
登
記
の
手
続
き
費
用

や
手
数
料
も
高
額
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
相
続
の
手
続
き
に

時
間
が
か
か
る
と
、
相
続
し
た

不
動
産
を
売
り
た
い
と
思
っ
た

と
き
に
、
す
ぐ
に
売
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
な
ど
、
思
わ
ぬ

不
利
益
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
相
続
登
記
が
放
置
さ

れ
て
い
る
た
め
、
所
有
者
の
把

握
が
困
難
と
な
り
、
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
の
公
共
事
業
が
進
ま

な
い
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
所
有
者

不
明
土
地
問
題
が
顕
在
化
し
て

お
り
、
相
続
登
記
の
未
了
は
、

適
切
な
管
理
が
さ
れ
て
い
な
い

空
き
家
が
増
加
し
て
い
る
大
き

な
要
因
の
一
つ
で
あ
る
と
の
指

摘
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
福
島
県
司
法
書
士
会

☎
０
２
４
・
５
３
４
・
７
５
０
２

問
福
島
地
方
法
務
局

☎
０
２
４
・
５
３
４
・
２
０
４
５

　

エ
イ
ズ
と
は
「
後
天
性
免
疫

不
全
症
候
群
」
と
い
う
病
気
で
、

「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

イ
ル
ス
）
」
と
い
う
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
て
免
疫
不
全
状
態
に

な
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
も
す
ぐ

に
エ
イ
ズ
を
発
症
す
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
覚
症
状
の

な
い
時
期
が
数
年
間
続
き
ま
す
。

　

症
状
が
進
行
す
る
と
病
気
と

闘
う
抵
抗
力
が
下
が
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
感
染
症
や
悪
性
腫
瘍
な

ど
の
重
い
病
気
に
か
か
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
（
エ
イ
ズ
検

査
）
を
受
け
な
け
れ
ば
感
染
し

た
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

エ
イ
ズ
に
関
す
る
相
談
や
検

査
は
匿
名
で
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

問
福
島
県
県
南
保
健
福
祉
事
務

所
（
県
南
保
健
所
）

☎
０
２
４
８
・
２
２
・
６
４
０
５

　

今
後
就
職
活
動
を
行
う
皆
様

に
国
立
大
学
法
人
等
職
員
の
仕

事
内
容
や
そ
の
魅
力
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
の
広
報
活
動
の

一
環
と
し
て
職
員
業
務
研
究
会

を
東
北
大
学
川
内
北
キ
ャ
ン
パ

ス
に
て
開
催
し
ま
す
。

　

東
北
地
区
内
の
国
立
大
学
法

人
等
で
働
く
先
輩
職
員
の
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機

会
で
す
の
で
、
国
立
大
学
法
人

等
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
に
も
奮
っ
て
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

※
参
加
の
有
無
は
今
後
の
採
用

選
考
の
プ
ロ
セ
ス
に
影
響
あ
り

ま
せ
ん
。

◆
日
時

　

12
月
14
日
㈯

　

10
：
30
～
15
：
00

※
入
退
場
自
由
で
す
。

◆
会
場

　

東
北
大
学
川
内
北
キ
ャ
ン
パ

ス
講
義
棟
Ｃ

◆
プ
ロ
グ
ラ
ム

【
国
立
大
学
法
人
等
職
員
の
業

務
内
容
に
つ
い
て
の
概
要
説
明
】

◇
定
員　

各
回
320
名　

要
予
約

◇
時
間

・
第
１
回　

10
：
30
～
11
：
00

・
第
２
回　

13
：
15
～
13
：
45

【
先
輩
職
員
に
よ
る
座
談
会
】

◇
定
員　

320
名　

要
予
約

◇
時
間　

11
：
40
～
12
：
40

【
先
輩
職
員
に
よ
る
個
別
相
談
】

◇
定
員　

な
し　

予
約
不
要

◇
時
間　

13
：
40
～
15
：
00

【
各
国
立
大
学
法
人
等
に
よ
る

個
別
説
明
】

◇
定
員　

な
し　

予
約
不
要

◇
時
間　

10
：
30
～
15
：
00

◇
機
関
別
ブ
ー
ス

　

弘
前
大
学
、
岩
手
大
学
、

　

東
北
大
学
、
宮
城
教
育
大
学
、

　

秋
田
大
学
、
山
形
大
学
、

　

福
島
大
学
、
仙
台
高
等
専
門

　

学
校

◇
業
務
別
ブ
ー
ス

　

図
書
系

問
東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等

職
員
採
用
試
験
事
務
室

☎
０
２
２
・
２
１
７
・
５
６
７
２

ＵＲＬ http://w
w

w
.bureau.to

hoku.ac.jp/shiken

東
北
地
区
国
立
大
学
法

人
等
職
員
業
務
研
究
会

毎
年
12
月
１
日
は
世
界

エ
イ
ズ
デ
ー
で
す
。

募　
　

集

プリザーブドフラワー・ギフト販売
ハーバリウム教室

モント　　　　　　　　　　　ブレチア

営業　月・水・金・土　10：00～17：00
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今 月 の 行 事　　【12月10日～１月９日】

10
（火）

貯筋会
●可燃ごみ

11
（水）

英会話教室
▲資源ごみ

12
（木） なかよしクラブ

13
（金）

成人学級
●可燃ごみ■不燃ごみ

14
（土）

心配ごと相談所開設
クリスマスお楽しみ会
ハンドクラフト教室
筆ペン・ボールペン字教室

休日窓口開庁日（役場・社協）

15
（日）休日窓口開庁日（役場・社協）

16
（月）

17
（火）

クリスマス会
貯筋会

●可燃ごみ

18
（水）

英会話教室
▲資源ごみ

19
（木）

20
（金）

1歳6か月児健診(中島村保健センター)
第2学期終業式・午前保育

●可燃ごみ

21
（土）

休日窓口開庁日（役場・社協）

22
（日）

クリスマスおたのしみ映画会
休日窓口開庁日（役場・社協）

23
（月）

24
（火）

冬季休業・預かり保育（～1/14）
個別懇談会(全員）
・ 第2学期終業式
第2学期終業式

●可燃ごみ

25
（水）

個別懇談会(全員）
村県民税第4期納期限
国民健康保険税第6期納期限
後期高齢者医療保険料第5期納入期限
介護保険料第6期納期限
▲資源ごみ

26
（木）

27
（金）

官公庁御用納め
（※12/28～1/5は閉庁）

保育納め
●可燃ごみ■不燃ごみ

28
（土）

預かり保育年末年始休園（～1/3）
年末年始休所（～1/3）
年末年始休館（～1/5）

29
（日）休肝日

30
（月）
31

（火）
1/1

（水）
2

（木）
3

（金）
4

（土）
5

（日）
6

（月）
官公庁御用始め

保育初め
預かり保育受け入れ

7
（火）●可燃ごみ

8
（水）

令和2年度入園児親子面接会
・ 3学期始業式
3学期始業式

▲資源ごみ◆粗大ごみ戸別収集

9
（木）休肝日

会場：　幼稚園　 　第一小学校　 　第二小学校　　 中学校　　 保育所　　 児童館　　 保健センター　　 防災センター　　 公民館
　　　　資料館　　　図書館　　　トレーニングセンター　　　弓道場　　　ソフトボール場　　　さつき野球場　　　パークゴルフ場

幼 一 二 中 育 保児 公防
さ パト 弓 ソ資 図

■ 内科・外科

※急患のための制度です。［診療時間　9時～17時］
※変更等もありますので受診前に確認してください。月の休日当番医

■ 小児科

12
■ 歯科

15（日） み う ら 小 児 ク リ ニ ッ ク
☎28-1001（白河市石阿弥陀）

よ し だ 内 科 ク リ ニ ッ ク
☎21-5711（白河市結城）

サ ン デ ン タ ル ク リ ニ ッ ク
☎24-8020（白河市新白河）

22（日） わ た な べ 子 ど も ク リ ニ ッ ク
☎2１-2166（白河市老久保）

き く ち 診 療 所
☎21-8672（中島村滑津）

J U N 　 D E N T A L 　 C L I N I C
☎21-8845（白河市新白河）

29（日） ね も と キ ッ ズ ク リ ニ ッ ク
☎21-5623（白河市立石山）

白 河 市 表 郷 ク リ ニ ッ ク
☎32-2316（白河市表郷金山）

い が ら し 歯 科 ク リ ニ ッ ク
☎21-6222（西郷村道南西）

31（火） 白 河 厚 生 総 合 病 院
☎22-2211（白河市豊地）

会 田 病 院
☎42-2121（矢吹町本町）

赤 沼 歯 科 医 院
☎53-2004（泉崎村下宿）

　1（水） 白 河 厚 生 総 合 病 院
☎22-2211（白河市豊地）

会 田 病 院
☎42-2121（矢吹町本町）

安 部 歯 科 医 院
☎23-1123（白河市新蔵）

　2（木） 白 河 厚 生 総 合 病 院
☎22-2211（白河市豊地）

会 田 病 院
☎42-2121（矢吹町本町）

国 井 歯 科 医 院
☎46-2558（白河市大信増見）

　3（金） 白 河 厚 生 総 合 病 院
☎22-2211（白河市豊地）

会 田 病 院
☎42-2121（矢吹町本町）

五 十 嵐 歯 科 医 院
☎23-3473（白河市本町）

　5（日） 関 医 院
☎23-3003（白河市横町）

田 口 医 院
☎24-1111（白河市郭内）

岩 谷 歯 科 医 院
☎42-4363（矢吹町中町）

12 ／

１／

TEL&FAX  0248-21-5143
〒969-0103　泉崎村大字北平山字下原25-1

白河装美白河装美ハウスクリーニング

お客様の喜び
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Coupon
泉崎さつき温泉

（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

12 12 12
日帰り入浴　１００円割引券

有効期限：2020.１.31

●１枚につき１名１回限り有効　●併用、換金不可

Coupon
泉崎さつき温泉

（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

日帰り入浴　１００円割引券
有効期限：2020.１.31

●１枚につき１名１回限り有効　●併用、換金不可

Coupon
泉崎さつき温泉

（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

日帰り入浴　１００円割引券
有効期限：2020.１.31

●１枚につき１名１回限り有効　●併用、換金不可

冬
芝
の
ひ
だ
ま
り
に
お
く
浮
遊
感　
　
　
　
　

潤　

子

水
底
の
冬
青
空
の
な
ほ
か
な
し　
　
　
　
　
　
　

々

貨
車
の
冬
泊
ま
る
と
決
め
し
父
の
家　
　
　
　

秀　

子

小
流
れ
の
色
の
そ
こ
よ
り
枯
野
光　
　
　
　
　
　

々

く
る
く
る
と
ち
り
ち
り
と
な
り
風
花
す　
　
　

堯　

子

国
道
に
靴
の
片
方
枯
木
立　
　
　
　
　
　
　
　
　

々

鳥
影
の
消
え
て
杉
の
実
臭
ひ
た
つ　
　
　
　
　

栄　

子

西
側
の
窓
の
小
さ
め
銀
杏
散
る　
　
　
　
　
　
　

々

落
葉
踏
む
な
つ
か
し
き
音
遠
く
に
す　
　
　
　

和　

子

吟
行
と
い
ふ
三
人
の
日
向
ぼ
こ　
　
　
　
　
　
　

々

一
村
を
呑
み
こ
み
紅
葉
か
つ
散
り
ぬ　
　
　
　

ゆ
き
こ

風
乗
せ
て
貨
物
列
車
は
晩
秋
へ　
　
　
　
　
　
　

々

赤
松
に
も
た
れ
冬
日
を
正
面
に　
　
　
　
　
　

光　

德

冬
紅
葉
戸
を
開
け
て
待
つ
物
産
展　
　
　
　
　
　

々

落
葉
掻
く
時
間
つ
ぶ
し
と
言
ひ
な
が
ら　
　
　

秀　

治

冬
天
を
吸
ひ
込
む
水
と
な
り
に
け
り　
　
　
　
　

々

秋
の
野
の
煙
一
す
ぢ
父
を
呼
ぶ　
　
　
　
　
　

光　

郎

遠
望
の
銀
杏
も
み
ぢ
の
は
る
か
な
歌　
　
　
　
　

々

色
変
へ
ぬ
松
の
銜
へ
る
鉄
支
柱　
　
　
　
　
　

直　

子

ゆ
ず
と
言
ふ
気
ま
ぐ
れ
猫
や
崩
れ
簗　
　
　
　
　

々

基準日 世帯数
（戸）村の人口（人） こ

ち
ら　

戸
籍
窓
口

11月１日

現　　在

男 3,103
6,284 2,180

女 3,181

10月１日

現　　在

男 3,088
6,264 2,166

女 3,176

お
子
さ
ま
の
名
前
（
父
・
母
氏
名
）

お
め
で
た

佐
川
珠す

ず

こ
紗
子
ち
ゃ
ん

（
修
さ
ん
・
希
和
子
さ
ん
）

植
田　
　

樹い
つ
きく

ん

（
伸
一
さ
ん
・
千
春
さ
ん
）

古
宇
田
涼り

ょ
う
た太
く
ん

（
和
栄
さ
ん
・
結
希
さ
ん
）

鈴
木　

崚り
ょ
う
が我

く
ん

（
貴
大
さ
ん
・
彩
音
さ
ん
）

鑑
賞
句　

音
な
く
白
く
重
く
冷
た
く
雪
降
る
闇�

中
村
苑
子

　

こ
の
句
が
中
村
苑
子
の
発
表
し
た
最
後
の
句
で
、
そ
の
後
自
死
し
て
い
ま

す
。
雪
は
軽
く
て
清
ら
か
に
感
じ
る
と
思
う
の
で
す
が
字
余
り
に
よ
っ
て
、

自
分
に
降
り
か
か
る
様
々
な
こ
と
も
含
め
、
積
る
ほ
ど
に
闇
が
深
ま
っ
て
ゆ

く
重
苦
し
さ
が
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

�

（
五
十
嵐
直
子
）

Farmer’s Market

こころや

泉崎村川畑 37-1 TEL 0248-53-5568

X'masオードブル、ピザ、ケーキの予約承ります

安心素材のおせち
（11月26日から販売始めます）

歳末セール実施中!
今年もお世話になりました

＊12月29日(日)は臨時営業いたします。
＊12月31日(火)～1月5日(日)はお休みします。

ス タ ッフ 募 集

 ①介護員　② 調理員　③ 生活相談員

特別養護老人ホーム ケアハウス泉崎
〒969-0104 西白河郡泉崎村太田川字金山34

☎０２４８－５３－３４５０

〒969-0101 西白河郡泉崎村泉崎字笹立山７-１
☎０２４８－２１－８０８３

地域密着型  特別養護老人ホーム さつきの郷



広報
いずみざき
広報
いずみざき

No.628

広
報

22

発
行
・
編
集
　
泉
崎
村
役
場
総
務
課
総
務
係

T
EL 0248 -53 -2111  FA

X
 0248 -53 -2958

〒
969-0101　

　
福
島
県
西
白
河
郡
泉
崎
村
大
字
泉
崎
字
八
丸
145

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

http://w
w

w
.vill.izum

izaki.fukushim
a.jp/

令
和

元
年

12月
１

日
発

行（
毎

月
１

日
発

行
）

い
ず
み
ざ
き 地域で輝くヒトやモノをご紹介

リレートーク 堀越優美さん（字雷）

　２０２０年まであと１ヶ月とな
り、１年が過ぎるのは早いなぁ、
と感じています。
　私は１歳の頃から２５年間、泉
崎村で育ってきました。今は子ど
もの頃から夢だった職業に就き、
周りの方々に支えていただきなが
ら毎日を楽しく過ごしています。
　家では愛犬２匹にいつも癒され
ています。休日には犬とのんびり
散歩をするのが私の息抜きになっ
ています。また、四人姉妹の長女
である私は、家ではクールな二女、
お笑いが大好きの三女、おっちょ

こちょいな四女とお互いの趣味に
ついて話す時間も大好きです。
　幼稚園時代からの友人たちと出
かけたり、おいしいものを食べに
行ったりすることは元気の源と
なっています。小さな頃から一緒
に育ってきたからこそ、何でも相
談し合うことができるかけがえの
ない存在で、いつも活躍に刺激を
受けています。
　泉崎で出来たたくさんの人との
つながりを大切に、これからも毎
日笑顔で過ごしていきたいです！

226

泉崎ミニバスケットボールスポーツ少年団　団員募集

Happy Birthday
は っ ぴ い　 ば あ す で い

今月１歳の誕生日

　泉崎ミニバスケットボールスポーツ少年団では、団員を随時募集しています。
　バスケットに興味のある方は是非練習を見に来てください。
活動内容：バスケットボール、BBQ、県外宿泊遠征（温泉地）、スキー教室、ディズニーランド（昨年度実施）等
募集対象：小学校１年生～５年生 男女
練 習 日：週３日～６日（参加可能な曜日のみでも可）
　　　　　平　日　17：30 ～ 19：30
　　　　　土日祝　  9：00 ～ 12：00（大会等で変更有）
練習場所：泉崎村農業者トレーニングセンター
活 動 費：月 3,000 円（兄弟２人目半額、３人目無料）
そ の 他：見学は随時出来ますので、気軽に声をかけてください。
連 絡 先：男子 090-1060-3265（２小６年　岡部修太郎 / 父）
　　　　　女子 080-1846-1411（１小６年　吉田　彩乃 / 母）

次回、橋本悠貴さんに
バトンタッチ！

橋
本
美み

つ

き
月
姫
ち
ゃ
ん(

字
岩
崎)

廣
澤
蒼あ
れ
ん漣
く
ん(

字
八
雲
神
社)


